
令和元年度　 鹿島市立 能古見小学校　　学校評価　【結果】

領域 評価項目 評価の観点
（具体的評価項目）

具体的方策 達成度
（A～D）

成果と課題 具体的な改善策・向上策

基本的な学習習慣の確立

・「時計を見て行動すること」「次の授業の準備をすること」を
全校で徹底し，教師が一体となって取り組む。

・ノーテレビ・ノーゲームの週に，「生活がんばり」週間を計画
し振り返らせる。学習習慣の確立ができていない場合は，家庭と
連携を図る。

・授業中だけでなく，様々な場面で，聞かれたことなどに反応
し，自分の考えや思いを返そうとしている児童をほめ，学習規律
として学校全体で取り組む。

Ｂ

・授業前の学習用具の準備については，８６％の児童が「できて
いる」と答え，ほぼ達成できていると考えられる。授業終了後
は，次の学習の準備をさせてから，休み時間に入るようにした
い。
・「ノーテレビ・ノーゲームができた」と答えた児童は90％を超
えている。
・「算数で，自分の考えを伝えたり，友だちの考えを聞いたりす
ることで，自分の考えを深めたり，広げたりすることができてい
る。」と答えた児童は７０％を超えている。ただ，「自分の考え
を発表することができる」と答えた児童が６７％であることを考
えると，自分なりの考えや思いを返そうとしているとは言い難
い。

・「時計を見て行動すること」「次の授業の準備をすること」
「ノーテレビ・ノーゲーム」の取り組みは継続して行う。
・コミュニケーション能力の向上を図るための時間を設ける。主
体的・対話的な学びの実現の項目は，学ぶ意欲の向上の評価項目
で評価を行う。

学ぶ意欲の向上

・１００冊以上読んだ児童を表彰し，読書への関心を高める。
・毎月「読書リーダー」や「おすすめの本達成者」を紹介する。
・授業や自学のノートについて，他の児童の参考になるものをコ
ピーして掲示する。
・支持的風土のある学級づくりを行うためにエンカンターを行っ
たり，学級づくりの研修を行ったりする。

Ｂ

・１００冊読んだ児童は７０％を超えている。しかし、読書の習
慣が付いていない児童もまだいる。日常的に図書室へ行くよう各
学級で取り組んでいく必要がある。
・「自分の考えを発表することができる」と答えた児童は６７％
と目標にやや届かなかった。ペア対話・グループ対話など様々な
形態の対話方式を各教科で行い、発表の機会を増やしていく必要
がある。

・読書習慣を身に付けさせる取り組みを継続する。
・朝の時間に図書を返却する習慣を付けさせる。
・コミュニケーション能力の向上を図るための時間を設け，全校
で取り組む。

ＩＣＴ利活用教育の実施

・授業でＩＣＴ機器をすぐに使える環境を整える。
・授業実践を積み重ね，日常的にＩＣＴを利活用する。
・児童が電子黒板等使って発表する機会を設定する。 Ａ

・授業のみならず，給食時間の歯みがき時にも使うなど，電子黒
板は日常的に使用している。
・タブレットが，一人１台の使用が可能になっている。ただ，パ
ソコン室やタブレットを使いこなしているとは言い難い。

・電子黒板やタブレットの活用を推進する。
・プログラミング教育の研修をすすめる。

●志を高める教育
自らの夢や目標の実現に向けて努力す
る気持ちを高める教育活動の推進

・各教科の授業過程に「振り返り」を設定し，自ら考えさせた
り，他の児童の振り返りを共有することで児童のメタ認知を高め
る。

Ａ

　 アンケートの結果８３％の児童が，肯定的な回答をしてい
る。また，保護者回答も８２％とほぼ同じ数値である。校内研究
で，振り返りの観点について検討したり，授業の終わりには，振
り返りを重視して時間の設定を行ったりするなど，全職員で共通
して振り返りを行うよう務めた成果が出た。

・教材研究を行い，分かる授業と楽しい授業の両立を図る。
・振り返りの視点等の研修を深めていく。

領域 評価項目 評価の観点
（具体的評価項目）

具体的方策 達成度
（A～D）

成果と課題 具体的な改善策・向上策

地域・自然の活用

・体験活動を年間計画の中に位置づけ，学年の内容を系統的に計
画し，積極的に地域人材の活用を図り，人材活用の記録・整理を
行う。
・全学年，ふるさとに関係のある学習を仕組む。また，その様子
をホームページ等を活用し，地域や保護者に発信する。
・学習発表会（のごみっ子発表会）や授業参観などで「ふるさと
学習」の発表を行う。

Ａ

　　「能古見や能古見小学校がすきだ」と回答している児童は，
９５％で，「ふるさと学習」や「体験学習」の取組の成果がでて
いると言える。また，その取組の様子をホームページなどで積極
的に発信し，地域の協力を得ていることも効果の一つである。今
後は，学年の内容を系統的に計画し，積極的に地域人材の活用を
図るために，人材活用の記録・整理を行うことが課題である。

・各教科や学校行事の関連を考え，カリキュラムを再編成する。
・総合学習の年間計画を見直し，学級活動の時間も活用し，主体
的・対話的で深い学びを目指す。

特別活動の充実

・児童による主体的な活動ができるように，活動のファイルや掲
示板を活用する。
・児童の創意工夫を活かした児童集会を行い，各委員会からのお
知らせを周知させる。

Ａ

・「たてわりタイム」の「班のノート」や「年間計画表」を活用
したことで，上級生を中心とし，スムーズに活動できるように
なった。
・委員会活動の年間計画と各月の行事予定に沿って，各月の計画
表を作成し，委員会掲示板や校内放送でお知らせをすることで，
見通しをもって計画的に活動ができた。
・行事やイベント（マラソン大会・図書館祭り・給食週間・８の
字チャレンジ）で，創意工夫を活かした児童主体の発表や活動が
できた。
・児童アンケートにおいては「係活動（委員会活動）に進んで取
り組むことができる」回答した児童は92％であり，目標値を達成
することができた。

・事前に見通しをもって活動内容の工夫ができるように，年度当
初に，活動の目的や年間計画を委員会掲示板に掲示しておく。
・児童による主体的な活動ができるように，委員会掲示板に，活
動の様子が分かるような写真やポスターを掲示し，全校児童に紹
介する。

体育の推進

・どの学年も体育学習カードを効率よく取り組めるように，体育
学習カードのコーナーを作り，学期に1回，連絡会で紹介する。
・スポーツチャレンジを体育の年間指導計画に入れ, 全校的に楽
しく運動に取り組めるようにする。
・なわとび大会やマラソン大会への意欲が向上するような企画を
体育委員会で計画する。

A

・体育学習カードを共有したことで，多くの学年で活用できた。
・外遊びの推奨をしたことで，「週に３回以上外遊びをする」と
回答した児童が84％いた。
・スポーツチャレンジの内容を一学期に提案し，継続的に取り組
めるようにしたが，時間の確保が難しい学年もあった。
・マラソンタイムは，昨年度と同様に実施したことで，自発的に
走り始める児童が増えた。
・なわとび大会を行事の精選によりなくしたが，体育委員会の企
画で，全校で８の字チャレンジを意欲的に取り組むことができ
た。

・体育の授業の充実のために，年度当初に，体育学習カードの紹
介をし，活用と追加を呼びかける。
・スポーツチャレンジを体育の年間指導計画に入れ，全校的に取
り組めるようにする。
・マラソン大会や８の字チャレンジへの意欲が向上するような企
画を来年度も体育委員会で計画する。

保健・安全・食育の充実

・健康に関する内容を「保健室便り」や「歯みがきカレンダー」
等で児童に啓発し，意識を高めると共に，家庭での健康教育を推
進する。
・各学年，学校栄養職員と連携しながら，「食に関する指導」を
年１回以上行い，児童の食育に関する意識を高める。
・食育月間や給食週間などを利用しながら，保護者に呼びかけ，
食事の大切さを理解してもらう。

A

・長期休暇に「歯みがきカレンダー」を実施し，歯みがきの定着
を図り，意識を高めることができた。
・アンケートで「朝ごはんを食べてきている」と答えた児童が
98％と高く，学校栄養職員による給食訪問の際の栄養指導で，児
童の食に関する意識も高まった。
・食育月間や給食週間を活用し，食事の大切さについて児童や保
護者に啓発することができた。。

・来年度も「歯みがきカレンダー」の取組を実施したり，養護教
諭と連携して授業を行ったりして，児童の知識を増やし意識を高
める。
・自分の生活を振り返らせ，時間の有効な使い方，及び，イン
ターネットやゲームの利用時間を考えさせるために，児童の実態
を把握し，指導に活かす。
・自分の食生活を見直し，望ましい食習慣の形成を図ることがで
きるように，食育月間や給食週間を活用し，児童や保護者に啓発
する。

領域 評価項目 評価の観点
（具体的評価項目）

具体的方策 達成度
（A～D）

成果と課題 具体的な改善策・向上策

基本的な生活習慣の確立

・登下校中に地域の方に必ず挨拶をするよう呼びかける。学級だ
けでなく、集団下校や地区児童会などで指導をしていく。
・校内や地域で元気な挨拶をしている児童を「あいさつ名人」と
して全校朝会などで全校に紹介し，進んで挨拶する意識を高め
る。
・掃除時間に，校内放送で無言掃除を呼びかける。学級でのふり
かえりを習慣化し，児童自身に気付かせていく。
・生活がんばりカードなどを活用して，毎月，強化週間を設定す
る。保護者に早起き・早寝・朝ごはんを啓発して，家庭との連携
を図る。

B

・あいさつ返事については、児童は９１％はできていると答えて
いるが、保護者は７７％と意識のずれがある。
・掃除については８９％の児童ができていると答えており、今年
度の取り組みで取りかかりも早くなり、時間いっぱい掃除もだん
だんできるようになってきた。無言掃除についても、上手になっ
てきたが、来年度も引き続き指導していく必要がある。
・保護者回答では，１０時までの就寝が７８％で目標値に届いて
いない。夜の就寝時刻について各家庭と連携し、習慣づけること
ができるようにする。朝食喫食者は、児童保護者共に９５％以上
できていると答えているが、残りの数％の児童に対しても、朝ご
飯の大切さを指導していく。

・地域や家庭と連携を取りながら、あいさつ返事について指導し
ていく。
・全校で「そうじ名人」を紹介していく。
・早寝・早起き・朝ご飯については、「生活がんばりカード」を
活用し、家庭と連携していく。

特別支援教育の充実

・校内教育支援委員会の中で「気になる児童について」の共通理
解を図り、全職員で指導や支援に当たる。支援の仕方等につい
て、校内研修を継続して行う。
・交流学級の児童との交流活動をできるだけ確保し、みんなで伸
びる力を認め合う。
・必要に応じ，ＳＣや巡回相談を活用する。

Ａ

・気になる児童についての共通理解については、全職員ででき
た。
・交流学級での学習や校外学習等の交流活動を行うことを通し
て、お互いの個性を認め合うことができた。
・ＳＣや巡回相談、ＳＷを活用することができた。

・気になる児童についての共通理解を定期的に全職員で行ってい
く。
・外部講師を招いて、個に応じた指導・手立てや具体的な支援の
仕方等の研修の場を設定する。
・ＳＣや巡回相談・ＳＷを有効に活用し、個に応じた指導・支援
に取り組む。

●いじめ問題への対
　応

いじめの防止

・道徳教育等の充実を図る。
・いじめの早期発見のため、ＱＵを年2回、心のアンケートを各
学期に実施したり必要に応じて保護者アンケート実施したりする
ことで児童の実態を把握する。 また、心のアンケートの結果を
受け，早期対応のために個別面談を行う。
・気になる児童や事案について，全職員で共通理解を図り，チー
ムで対応に当たって問題解決を図る。。
・いじめ防止対策推進法に基づき、体制をつくる。
・児童同士のトラブルが発生した時、児童に考えさせるなど、ト
ラブル解決への道筋を示す。
・外部講師を招いての研修会を実施する。

Ｂ

・自分のよいところが言える児童は６０％で少ない。
・外部講師を招いて、ＱＵアンケートや情報モラル等の研修会を
実施し、日々の教育活動に活かすことができた。
・人権については、年間を通した活動を設定する必要がある。

・グループエンカウンター等を取り入れ、児童の自尊感情を高め
ていく。
・気になる児童について、チームで対応できるように、職員連絡
会等で共通理解を図る場を設定していく。
・年度当初にクラスで、人権のめあてを決め、年間を通して人権
意識を高める取り組みをしていく。

領域 評価項目 評価の観点
（具体的評価項目）

具体的方策 達成度
（A～D）

成果と課題 具体的な改善策・向上策

学習環境の整備

・ICT支援員や点検委託業者と連携し，機器の活用や周辺機器の
整備を図り，子
　ども・教師支援を行う。
・安全点検指摘事項への迅速対応と定期的な校内巡回を行い，未
然に事故等を
　防止するための施設の維持管理に努める。

Ａ

・機器の不具合が生じた時は、ICT支援員と連携しながら点検業
者へ連絡するなどの対応を行い、特に大きなトラブルもなく支援
ができた。
・毎月の安全点検指摘事項には、すぐに現場を確認して、学校用
務員と協力しながら迅速な対応を行った。また、今年度はプール
機械の修理や老木の撤去など、教育委員会との連携で大規模な工
事や修理について施工し、児童や職員の安心安全を維持すること
ができた。

・ 安全点検及び緊急的な施設設備の不具合については、迅速に
対応することはもちろんであるが、児童が安全に生活できるため
に定期的な巡回を行う。大規模な工事や修理については、教育委
員会との連携を図りながら適宜対応していく。

予算執行の有効活用

・電気料・水道料の節電・節水を職員と児童にこまめに呼びかけ
る。
・エアコン使用規定を徹底する。
・各プロジェクトの計画を実行できるよう予算を有効活用する。

Ａ

・全普通教室への空調設置稼働による光熱費の増加については、
市内小中学校と市教育委員会との情報共有し、連携することで予
算の確保ができた。校内においても、日常的に節電や節水を呼び
かけ、エアコン使用規定を徹底させた。
・ 予算執行については、計画的な執行ができた。厳しい財政状
況の中、更に予算の有効活用に努めていきたい。

・空調設備については、児童の適切な体調管理と教育に適した環
境を考慮しながら稼働し、引き続き職員と児童への節電・節水を
よびかけていく。

・ 更に予算の計画的・効率的な執行に努める。

事務共同実施の充実

・学校集金取扱い事項を作成し，会計処理を事務室で一元管理す
る。また，市内全校での課題である未納者等の対策を検討する。
・支援室内学校と協力して，スケールメリットの活用と購入備品
の内容充実を図る。
・備品台帳のデジタル化に伴い，現有備品の有効活用及び適切な
管理を行う。 Ｂ

・学校集金の会計処理について、事務室で一元管理を行うことが
できた。未納もなく、計画通りの執行ができた。
・来年度５月より開始される口座振替による学校集金が、新年度
の円滑なシステム稼働に繋がるよう年度内に情報収集し入力を完
了する。
・備品台帳のデジタル化により、備品購入計画にあたっての現有
数の確認や備品検索にも役立ち、適切な備品管理ができた。

・来年度より開始される口座振替による学校集金が円滑に運用で
きるよう、新年度の集金計画の早期作成や振替不能者への対応な
ど担任と連携し、集金に係る安全性の確保に努める。

●業務改善・教職員の働き方改革
の推進

業務改善への意識の変革

・毎週水曜日を定時退勤推進日に設定し，会議などが，勤務時間
内に終了するように時間設定を区切って計画する。
・定時退勤推進日は遅くとも午後6時までに退勤できるように，
声をかけて退勤を促す。
・教務主任と連携し，会議の精選・設定変更について，実践して
いく。
・業務改革についての全職員による話し合いを学期に１回程度設
定し，業務の見直しを推進する。

Ａ

・定時退勤推進日については，管理職自ら率先して退勤したり，
業務記録を元にした超過勤務の月別時数を個票で配ったりしたこ
とで，意識改革が進み，午後6時までの全職員の退勤を定着する
ことができた。
・毎学期末に業務改革について，全職員からの意見を集約し，話
し合いを経て，業務改善をすすめることができた。

・定時退勤推進日については，今年度と同様に週1回（水曜日）
設定し，実施の声掛けをする。
・超過時間の削減だけでなく，学校行事の見直しやシステムの効
率化・業務改善を進めることで，実質的に業務削減を進め，児童
と向き合う時間を確保できるようにする。

領域 評価項目 評価の観点
（具体的評価項目）

具体的方策 成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策

  ４　　本年度のまとめ　・　次年度の取組

教
育
活
動

●健康・体づくり

学
校
運
営

○教育環境の整備・
　充実

  ２　本年度の重点目標

　一人ひとりの子どもに深い愛情をそそぎ，
　　　　　一人ひとりの子どもを大切にする学校づくり
　◯　学力向上に向け，主体的，対話的で深い学びを実現する授業づくりと
　　　習熟・補充・発展学習，家庭学習を強化する。

  ②　古さと仲間　：　人力向上・体力向上

具体的目標

○ＩＣＴ利活用教育の充実
・各学年において国語科や算数科を中心に電
子黒板やＰＣを活用した授業を週に３回以上
は実施する。

○「個に応じたきめ細やかな指導」「交流学
習の充実」
・上記のことに重点を置きながら、充実した
特別支援教育を行う。

  １　学校教育目標

教
育
活
動

●学力向上

・授業の振り返りを実施し，「授業はよく分
かり，楽しい」と答える児童を９０％以上に
する。

教
育
活
動

○体験活動の充実

１　能りつ学び：学力向上
　「基本的な学習習慣の確立」では，次時の準備をしてから休み時間をする，時計を見て行動するなどを重点的に指導してきた。次時の準備や始業時間を守ることは，昨年よりも良くなってきた。しかし，家庭での学習用具の準備（教科書や授業で使う用具の準備，鉛筆研ぎなど）が出来ていない児童も，各学年にいる。また，全学年的に宿題忘れも，減らない。家
庭との密な連携の模索が必要である。　ノーテレビ・ノーゲームの取り組みは，90％以上できている。来年度も継続して取り組みたい。読書量については，１００冊達成者が全児童の７０％を越えたが，来年度はさらに８０％越えを目指したい。読書名人等の取り組みなどを引き続き実施していく。また，ＰＴＡとも連携して，年間３回以上の「読み語り」の実施を
依頼する。学習意欲を高めるためのノート指導は，「自主学習」や「算数科ベストノートの掲示」などを通して来年度も継続していく。また，コミュニケーション能力の向上を目指して，授業の中でペア対話・グループ対話も取り入れ，自分の考えを発表できる児童を育成したい。ＩＣＴの利活用では，電子黒板の使用は，各教科ともおおむね定着してきた。また，
タブレット型端 末は，一人１台の使用が可能になったので，調べ学習など，児童にとって利便性が高まった。しかし，タブレット型端末特有の利便性（携帯性，機動性など）は，まだ十分活用できていない。来年度は，タブレット型端末の有効性を追求していきたい。志を高める教育では，各教科の授業過程に「振り返り」を設定し，自ら考えさせたり，他の児童の
振り返りを共有することで児童のメタ認知を高めていく。また，教材研究を深め，分かる授業と楽しい授業の両立を図りたい。　来年度も，算数科を中心として，授業改善に努めていきたい。
２　古さと仲間：体験活動・健康・体づくり
　地域・自然の活用については，年間計画にそって地域の人・もの・ことを活用し，ホームページや学校・学級便りでも発信することができた。地域人材の活用をさらに図るために，人材活用の記録・整理を行うことが課題である。　特別活動の充実については，たてわりタイムや委員会のイベントなど，工夫した活動ができている。たてわり班ノートや委員会活動
の掲示板の活用は，児童の計画的な活動にもつながった。　体育の推進については，「体育学習カード」の活用やデータ化，「８の字チャレンジ｣への全校的な参加など，取組の充実がみられた。また，武道等指導充実・資質向上支援事業により，外部講師が派遣され，体育授業の改善を図ることができた。　保健・安全・食育の推進については，栄養教諭や養護教諭
と連携しながら，食事や栄養バランス，健康について，児童の意識を高めることができた。
３　見つめる心：心の教育
　基本的な生活習慣の確立を願い，昨年度に引き続き「挨拶」「無言掃除」「早寝・早起き・朝ご飯」を重点項目に挙げた。 挨拶・掃除については，その場に臨んでの指導が必要である。「挨拶名人」「掃除名人」など，工夫した活動を行い， 向上を図りたい。特別支援教育については，交流活動をスムーズに行うことができた。実態に応じた「きめ細やかな指
導」を継続したい。 心のアンケート実施後の児童との個別面談は，児童の気持ちをつかみ，早めの対応へとつながって いる。Ｑ－Ｕアンケートや保護者アンケートなども行い，「いじめの根絶」に向けて取り組んでいきたい。また，外部講師を招いて，対応の仕方などの研修会を深めていきたい。また，気になる児童について，全職員で 定期的に共通理解を図る場
を設定していきたい。
４　子ども支援：教育環境
　全普通教室への空調設置稼働による光熱費の増加については、校内においても、日常的に節電や節水を呼びかけエアコン使用規定を徹底させることで、昨年度比６％増程度に抑えることができた。来年度５月より開始される口座振替による学校集金が円滑に運用できるよう、新年度の集金計画の早期作成や振替不能者への対応など担任と連携し、集金に係る安全性
の確保に努める。

  本年度の重点目標に含まれない共通評価項目

  ③　見つめる心　：　心力向上

具体的目標

○ＩＣＴ機器の有効活用と機器の保守点検の
充実
○安全・安心な施設の整備及び維持管理

●心の教育

○「挨拶日本一運動」の推進
・きちんとあいさつ・返事ができる児童を９
０％以上にする。
○無言掃除の徹底
・無言掃除ができる児童を８５％以上にす
る。
○「早寝・早起き・朝ご飯」の推進
・古さと仲間プロジエクトと連携して早寝・
早起きは８０％以上に、朝食喫食者は９５％
以上にする。

教
育
活
動

○残業時間の削減

○業務改善の推進

○経費削減と環境教育の関連づけ
○各プロジェクト予算の有効配当

具体的目標

○「学校集金ガイドブック」による会計支援
及び集金方法の検討・未納者対策の検討
○共同購入による学校備品の充実
○備品台帳のデジタル化

○自発的な健康・安全活動の推進
○食に関する指導の充実
・見つめる心プロジェクトと連携して「朝ご
はんを食べてきている」という児童を９５％
以上にする。

  ① 能率学び　：　学力向上

  ３　目標・評価

　能古見大好き　❤　共生きチーム

～　新たな時代を切り拓き，共に生き抜く児童の育成　～

○体育学習カードの活用
・体育の授業で，学期1回以上の活用をめざ
す。
○自主的な体育活動の推進
・「週に３回以上外遊びをする」という児童
を８０％以上にする。
○体育的行事の充実

○たてわり班活動の充実
○係活動・委員会活動の充実
・「係活動（委員会活動）に進んで取り組む
ことができる」という児童を９０％以上にす
る。

○読書チャレンジの推奨と取組
・学校図書館の本を年間１００冊以上借りて
読む児童を９０％以上にする。
○コミュニケーション能力の向上
・1時間の授業の中で，ペア対話などの機会
を設ける。
・「自分の考えを発表することができる」と
答えた児童を７０％以上にする。

○始業時間を守ることや次の時間の学習用具
を準備することの徹底
・「時計を見て行動している」「次の時間の
準備をしている」と答えた児童を90％以上と
する。
・「ノーテレビ・ノーゲームができた」と答
えた児童を90％以上とする。
○主体的・対話的な学びの実現
・「授業中，教師や友だちの発問・発言に対
して，自分なりの考えや思いを返そうとして
いる」と答えた児童を７０％以上とする。

具体的目標

○道徳教育、教育相談、人権集会の充実
・いじめアンケート等で、いじめを受けてい
ると訴える児童０％を目指し，いやな思いを
している児童を１０％以下にする。

  ④　子ども支援　：　協力向上

具体的目標

○体験学習の計画的実践
・全学年，年１回以上体験学習を行う。
○「ふるさと学習」の充実と発信
・「自分の住んでいる能古見や能古見小学校
が好きだ」と答える児童を９５％以上にす
る。

達成

Ａ：ほぼ達成できた

Ｂ：概ね達成できた

Ｃ：やや不十分である

Ｄ：不十分である


